
 

 

 

 

 

 

 
 

１ 教育目標 

学習指導要領に基づき、人間尊重と社会貢献の精神の育成を基盤として、平和的な国家及び社会の担い手とな

り、高い志をもって世界的な視野に立ち、主体的に行動する個性と創造力にあふれた品性豊かな日本人の育成を

目指す。町田市教育プランを基に、教科教室型校舎を特色ある教育活動の基盤に据え、社会に開かれた教育課程

の実現を念頭に置き、コミュニティースクールとして地域や保護者とともに目指す学校像や育てたい子供の姿を

共有しその育成を図っていく。 

〇 自ら学びよくわかるまで努力する生徒 【 自主・自律 】 

〇 豊かな心と思いやりのある生徒    【 敬愛 】 

〇 進んで働き協力する喜びを知る生徒  【 協働 】 

 

２ 目指す学校 

『明日の登校を楽しみにできる学校』 

（１）「笑顔」と「あいさつ」に満ちあふれた学校 

（２）「生き抜く力」を身に付け､可能性を伸ばし将来の夢を育める学校 

（３）コミュニティ・スクールとして、地域・保護者に信頼され､連携して共創できる学校 

 

３ 目指す生徒像 

（１）真実を愛し､真剣に学び・諸活動に全力を尽くす生徒 

（２）責任感をもち、正しく判断し・行動する力をもつ生徒（自主・自律） 

（３）豊かな心をもち、人の気持ちが分かる思いやりのある生徒（敬愛） 

（４）協力・社会貢献することに喜びをもてる生徒（協働） 

（５）健康な生活を送るために、規則正しい生活習慣を身に付けた生徒 
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４ 中期的目標と方策 

○生徒一人一人の「生き抜く力」の育成 

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成を目指し、生徒が社会で自立するための基盤となる力である

知・徳・体のバランスと、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力及び学習意欲を重視し、調

和的に育む。また、各教科・領域等で横断的に、「課題発見力」「課題解決力」「協働する力」「感情のコントロ

ール力」等の非認知スキルを習得させて、交渉力、調停力、胆力、共感力、想像力など汎用性の高い知的能力

を育ませ、激しく変化する社会を生き抜くための力を身に付けさせる指導を推進する。 

 

５ 2024年度の取り組み目標と方策 

（１）「町田市学力向上推進プラン（第４次）」に基づき、教科センター方式（教科教室型校舎）の特性を生かし

た教育を展開する。特に各教科でタブレット端末をはじめ、ICT機器を効果的に活用し、「確かな学力」と「非

認知スキル」を身に付けさせ、社会の持続的な発展をけん引する人材を育てる。【知】 

（２）令和４・５年度人権尊重教育推進校として、人権尊重の視点に立った取組みを工夫しながら継続する。【徳】 

（３）創意工夫のある授業を推進し、基礎的・基本的な学力と発展的な学力をバランスよく身に付けさせる。【知】 

（４）不登校、いじめなど心ない行動の根絶を目指し、心豊かで規律ある生徒を育成する。【徳】 

（５）「特別の教科 道徳」の授業を充実させ、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。【徳】 

（６）恵まれた校内運動施設を生かし、保健体育の授業、部活動、体育的行事等をとおして、体力向上を図【体】 

（７）生徒の気持ちに寄り添った支援を心がけ、生徒の反省と成長を促す指導を実践し、保護者等と情報の共有

をする。 

 

６ 重点目標と方策 

（１）学習指導 

①分かる授業・楽しい授業の実践 

ｱ-生徒の学習に対する意欲向上のために、メディアセンターの充実を図る。また、ICT を有効活用した授業

研究と実践を行い、情報を共有し全教員でよりよい授業を目指す。 

  ｲ-教師の資質・専門性の向上のために研究室を活用し、日常的に教科部会の開催や相互の授業参観を積極的

に行うなど、意識的に教科内の研究・研修に努め、資質の向上を図る。 

ｳ-「主体的・対話的で深い学び」を意識し、「協同的探究学習」「体験的な学習」「問題解決的な学習」を実践

し、思考・判断、表現（発表）力を伸ばす授業の研究と実践を行う。  

ｴ-読書活動の充実と英語教育の推進を図る。 

②指導方法・指導内容の工夫と改善 

ｱ-モジュール授業、小テストによる反復学習やスモールステップによる学力の確実な定着を図る。 

ｲ-ティーム・ティーチングを活用し、個に応じたきめ細やかで工夫した授業を展開する。 

ｳ-家庭学習の習慣化を図るために、スケジュール管理能力を育てる。 

ｴ-補充学習の機会(長期休業中・放課後・面談期間・定期考査前）

の充実を図る。 

③「主体的・対話的で深い学び」や「プレゼンテーションや新聞等

への投稿など意見発表」の活動を充実させ、学びに向かう力、考

える力、読み解く力、表現力を身に付けさせる。 

④生徒の成長につながる適正な評価を実施する。 

（２）特別支援教育等の充実 

①教育相談活動を充実させ、生徒一人一人の状況に応じた支援に



努める。 

②校内委員会の一層の充実を図り、スクールカウンセラー（２名配置）等の助言のもと、特別支援を要する子

どもを適切に把握し、不登校や発達障がい等の対応・指導の在り方等について検討し、サポートルームによ

る支援など、個に応じた指導、生活や学習上の困難の克服・改善に向けた指導・支援を行う。 

③不登校生徒への対応は早期の対応を有効でありまた、柔軟な対応を心がける。そのためには、生徒の情報を

確実に共有し、組織的なきめ細かい対応が必要である。また、家庭との連絡をできる限り密に取り、ＳＣ・

ＳＳＷ他、関係諸機関との連携を図り解決を目指す。 

（３）生活指導「豊かな人間性の育成」 

〇いじめ、不登校の根絶を目指し、心豊かで規律ある生徒の育成を継続する。 

①自他の生命を尊重する意識を育てる。 

②いじめをはじめ、心ない行動は絶対に許されないという指導を徹底する。 

ｱ-「町田市いじめ防止基本方針」（本校ホームページに掲載）に基づき、組織的にいじめの未然防止･早期発

見･早期対応を行い、早期解消をめざす。 

ｲ-道徳教育・人権教育等をとおして、またアンガーマネジメントや SNSの正しい利用の仕方を身に付けさせ、

｢他を思いやる気持ち」と「いじめを許さない意思」「感情のコントロール」を育成する。 

  ｳ-各教科及び各領域において、様々な体験活動を充実させ、成功体験または失敗体験から、自己に対する気

づきを促し、「自己肯定感・有用感」を高めさせる。 

（４）進路指導・キャリア教育の充実 

①生徒一人一人の社会的・職業的自立に向けて、１年次より系統的

な指導を行い、体験的な学習を重視し、望ましい職業観や勤労観

を育成する。 

②希望する進路を主体的に切り拓く力を身に付けさせる。 

 

７ 熱中症及び感染症の対策 

熱中症及び感染症予防のための取組を確実に行い、熱中症事故の未

然防止と感染症予防に努める。 

 

 

「学校だより」として、本校の学校経営方針を掲載させていただきました。 

ここには、本校の教育活動の基本的な方針や指導・支援の在り方のほかに、特に鶴中生に必要だと考える「身に付けさ

せたい力」についても述べさせていただきました。 

授業に前向きに取り組む、学校行事を仲間と楽しむ、学力を身に付けるなど、充実した生活を過ごし社会で役に立つそ

の源の力となるものは、「非認知スキル」と「自己肯定感を高める」ことだと思っております。 

特に、思い通りにならない状況や困難な場面を乗り越える力、「レジリエンス」は、今の世の中に必要とされる力です。根

性とは違います。 

「レジリエンス」を含む「非認知能力」を育てるためには、愛や優しさと安心が必要です。「肯定し、受容する愛と自分をの

びのびと表現できるような安心できる環境」があるからこそ、困難に立ち向かえる勇気と自信を持つことができるのです。 

「一緒に困難を乗り越えてくれる人がいる」と感じられる安心感も大切です。 

日常の生活の中で、愛を持って応援することで、子どもが安心感を持ち、本当に大変な時には一緒に乗り越えてくれる人

が昼と感じているからこそ困難を乗り越える「レジリエンス」「非認知能力」がはぐくまれるのです。ですから、安心感をもてるか

かわりをすることの大切を大事にしたいと思います。 

 

◆写真は、順に「昨年度体育祭」「身体計測」「対面式（文化部の紹介）」の様子です。 



（前頁の下線部に関連するお話を以下に掲載いたします。） 

 

■新学期に子どもにかけたい言葉 

新年度のスタートは、気分もあらたまり、やる気も湧きやすい時期です。そんな時、 

「きょうから、２年生だね！ 3 年生だね がんばってね！」 

「もう、２年生なんだから、３年生なんだから しっかりしようね！」 

などの言葉を激励するつもりで、つい、かけてしまいます。禁句とまでは言いませんが、これらの激励の言葉が、子どもには、

かえって、プレッシャーやうっとうしさにつながることもあります。ご経験がある方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

 

■激励よりも成長を心から喜ぶ言葉を 

以前の学校でサッカー部の顧問を務めていたときのサッカー部員（教え子）に会う機会がありました。 

教え子は、明るく前向きで、チームメイトにも細やかなコミュニケーションぶりを発揮し、さらに目標達成意識が高い人物で

す。 

「どうやったら、こんなふうに育つのだろう？」と思い、折々に教え子から保護者の方の話を聴かせてもらったことがあります。

その時の教え子の話です。 

学年が新しくなると母は、毎年、私にかけ続けた言葉が記憶に残っているそうです。 

その言葉は、学年が新しくなると、「きょうから◯年生なんだね！ここまで、元気で大きくなってくれて、お母さん、とてもうれ

しい！」と喜んで言ってくれるそうです。 

小さいころは、そう言われると、「きょうから、お兄さんなんだ！」って、単純にうれしかったです。 

でも、中学生ぐらいからは、「そういうものかなー？」って正直なところ思っていました。反抗期でもありましたし。 

それでも母は、「がんばれ！」と言ったことは一度もありません。とにかく、「ここまで大きくなってくれてうれしい！本当によかっ

た！」って、毎年言われ続けるので、「こんなに喜ぶなんて、私のことが大好きなんだ」とは思えました。 

中学生の時、友達関係がうまくいかないことがあって、私だけ、友達から口をきいてもらえない時期がありました。その時はと

てもつらくて、心が折れそうでした。それをいちいち親に相談したりはしなかったのですけれど、「誰にも相手にされなくても、うち

の親は私の味方だな。」と思えたのです。 

それで、いやなことから逃げないで、学校にも行けました。そうしたら、いつの間にか、解決していて……。 

その後も、「親だけは味方だな。」という気持ちは支えになっていました。 

 

教え子の話を聴いて「いいお話ですね。」と、私は胸が熱くなりました。 

卒業式で、保護者が子どもの成長に涙することはよくありますが、進級した時にも、その喜びを伝えることは、本当に大切

なことだと感じました。 

この時期にこそ、お子さまの成長を心から喜ぶ言葉をかけてみる、絶好のタイミングなのかもしれません。 

■大人も決意を語ると・・・ 

さらに、教え子のお母さんのエピソードは続きます。 

母はとても面白い人で、「あなたも中学生になったのだから、お母さんももっと何かにがんばりたくなってきた！」とか言い出し

て、「決めた！きょうから毎日、寝る前にストレッチをする！」って、いきなり宣言したのです。 

「なんで、ストレッチなの？」って聞くと、「いつまでも若々しいスタイルのお母さんだったら、あなたも自慢でしょ？」なんて言っ

て、別にそんなことを頼んでもないのですけれどね。私に対してがんばれって言うのではなくて、自分の目標を立てて、自分が

がんばるって言うのです。 けっこう小さい目標ですけれど、やっている姿を見ていると、なんか、こっちも「がんばろうかな」っていう

気持ちになってくるのです。それで、高校生ぐらいから、私も新学年でがんばることを４月に宣言するようになりました。 

「がんばれ」と言わないで、相手をその気にさせるなんて、教え子のお母さんは究極のコーチだと思います。 

教え子がなぜ、目標達成意欲が高い社会人に成長したのかわかったような気がしました。 


